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高校・大学・大学院につながる英語ライティング
指導と支援

ー協働体制の構築を目指してー



Writing Pathways (Calkins, 2015)
・センテンスからパラグラフ、エッセイへ
・パラグラフ概念の定着＝英文は「パラグラフで構造化」
・様々なパラグラフ・タイプ
・プロセス・ライティング（ Brains t orming, Feedback）

Academic Writing for Graduate Students (Swales, 2012 ）

・エッセイからレポート、論文へ
・目的と読み手を意識した英文、根拠に基づく客観性の高い英文
・専門的な内容をアカデミック・ライティングの「型」に入れる

・プロセス・ライティング

アカデミック・ライティング指導のあり方

小学校から高校まで

大学から大学院

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
小学校から大学院につながる一連の指導



大学以前
・大学入学までのライティング経験の欠如 （山岡 , 2019）

・ 高校でライティング指導が敬遠されている
（ Hirose  & Harwood, 2020 ;  Yamashit a , 2022）

大学入学後 
・パラグラフが定着せずに卒業
・論文出版数が横ばい （ Wagner  & J onker s , 2017）

・ ESP（専門英語教育）教員の悩み

日本の英語ライティングにおける問題
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▪ 高大教員間コラボレーション
▪ 大学 ・大学院での教員間

コラボレーション
▪ 正課外での学生との

コラボレーション

アカデミック・ライティング指導・支援での協働
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高校と大学をつなぐコラボレーション
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背景・高校でライティング指導が敬遠されている →学習指導要領の改定
（ Hirose & Harwood, 2020; Yamashita, 2022 ）

・ 日本語ライティングでの高大授業実践の効果  （堀・坂尻 , 2020）

高大ライティング指導実践 （科研費 20K00764)

1 . 高校から大学に至る生徒の英文を書く力を段階的に伸ばす手本となる 
ような「英語ライティング指導リソース」を授業実践に基づき作成する

2. 1を高校と大学の教員が協力して行う 
3. 各学校、コースの状況に応じ、ライティング活動を弾力的 

に取り入れられる授業案と教材の作成と公開・研修

高大教員間コラボレーション
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この実践で重視したのは、パラグラフ・タイプ毎の指導とプロセス・ライティングを導入した指導（フィードバックや評価、かかせっぱなしにしない）


1. 高校から大学に至る生徒の英文を書く力を段階的に伸ばす手本となる
  ような「英語ライティング指導リソース」を授業実践に基づき作成する
2. 1を高校と大学の教員が協力して行う
3. 各学校、コースの状況に応じ、ライティング活動を弾力的
    に取り入れられる授業案と教材の作成と公開・研修




高大教員間コラボレーション
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
重視したのは、目的別パラグラフ・ライティングの指導とプロセス・ライティング（大学教員がフィードバック・評価を指導ー一緒に考えた）




指導実践から見えてきたこと
・高校現場の現状に合った指導を、高大の教員がともに考えることの利点
・理論を根拠とした Pedagogica l Ins t ruct ionを考える必要 
・様々な制約（シラバス・足並みを揃える・限られた時間）により

切り捨ててきたかもしれない指導の定着
（フィードバック活動・何度も書き直しをさせる）
→生徒は英語で書く基礎力を持って大学に入学する

高大教員間コラボレーション
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高校教員の指導力
大学教員の理論ベース
の指導アイデア

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
高校教員は指導力があるが、アカデミック・ライティングの基礎はご存じない先生が多かった。どう教えて良いかわからない、そこに大学教員が入って一緒に指導案を考え実践したことでパラグラフ・ライティングの指導や、フィードバックの仕方が分かった、指導してもらえた。→この実践研究を通して多くの高校の先生方にライティング指導をして頂き、高校生が大学に入る前に基礎的な書く力を持っておいてもらえることを目指している。



大学・大学院でのコラボレーション
生命科学部の場合
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立命館大学 生命科学部
・ 4学科（応用化学・生物工学・生命情報・生命医科）
・ 3回生秋学期から研究室配属
→学会で研究発表、研究の要旨を英語で書く

・ 60%が大学院進学 （他大学進学含む）
・ サイエンス分野でグローバルに活躍する人材
→英語での発信力を磨く
プロジェクト発信型英語プログラム（ PEP）

生命科学部の概要
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
40近い研究室に配属、学部プログラムとしてPEPを展開



プロジェクト発信型英語プログラム（ PEP）

Project -based English Program (PEP)

2008 年度から立命館大学に導入、現在 4学部で展開中

個人の興味・関心に根ざしたプロジェクトを英語で発信

・英語とリサーチスキルを養成

・ ICTツールを活用、様々なメディアで発信

アクティブ
ラーニング

BYOD
ICTの活用



プロジェクト発信型英語プログラム（ PEP）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スキルとprojectの二本立て。アカデミック・ライティングの基礎を学ぶのは2回生秋学期のProject 4です。個人プロジェクトに基づき1500-2000ワードのミニリサーチpaperを書きます。　PEP Journal



プロジェクト発信型英語プログラム（ PEP）
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PEPでの英語・専門教員間コラボレーション
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Junior Project 1 （ JP1）
3回生春学期配当:必修 グループでポスター発表

・ 5/15w ４学科専門教員が出講
・英語教員は専門英語、専門教員はプロジェクトの内容に
ついて科学的見地からコンサルテーションを行う
・ 13w -15w ポスターへのコメントと評価

Junior Project 2 （ JP2）
3回生秋学期配当:選択 個人 動画作成
・ 5/15w ４学科専門教員が出講

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
役割を分けて、専門性に対応



大学・大学院でのコラボレーション
大学院授業「科学技術表現」
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科学技術表現

対象：生命科学部大学院生
（応用化学・生物工学・生命情報・生命医科）

目標： 1. 科学論文の特徴的な構造・内容・表現を知る

2 . 英語で研究の要旨を書き、発表する力を身につける

3 . グローバルなキャリアや研究活動を意識する 
2022年度の担当教員
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小林 洋一先生 松村 浩由先生 冨樫 祐一先生 田中 秀和先生 山下 美朋



▪ 論文の典型的な型（ IMRD）と
表現→疫学系論文の輪読で確認

▪ 科学論文の英語の特徴
（主語と動詞は近くに置く、
一文を短くするなど）

▪ 図書館ガイダンス  -論文検索

▪ 各研究分野に特徴的な論文を紹介
論文の詳細・分野における位置づけ・英語
の特徴
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教員の役割・授業の詳細

目標： 1. 科学論文の特徴的な構造・内容・表現を知る

・科学論文は研究分野により異なる
・自分の研究分野とは異なる研究が
ある
・研究は学際的である



論文紹介（小林先生）
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物理化学分野の論文を例に、一般的な
論文要旨の作成方法を解説



論文紹介（冨樫先生）
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・科学論文は研究分野により異なる
～たとえば物理学や数学では



▪ 学生の研究の要旨を添削
→プロの校正業者

▪ 学生の発表原稿の添削 
▪ 学会発表の特徴を教える

▪ 最終発表（学生の研究）への
Q&Aおよびコメント
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教員の役割・授業の詳細

目標： 2. 英語で研究の要旨を書き、発表する力を身につける

発表を別分野の研究者にも
分かるように説明する



正課外での学生とのコラボレーション
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SAPP (Support for Academic Projects and Papers)                                      
・ 学内助成金： 2017 〜 2022年度「教育力強化予算」 

・ 支援内容

○ PEPの課題や英語の学習相談に対応（主に  J P1)
○ 学部生 ・大学院生 計 6名による対面および Web
○ 個別相談  ht t p:/ / sapp.pep- rg.jp/
○ 予約システムによる学生の管理 

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もともとの必要性、英語教員が対応できない専門性があった。研究科で十分に研究経験があり、英語論文も読んでいる優秀な院生に学部の支援をすることには大きな意義があった。彼らから私たち教員も学んでいる（発表原稿のあり方など）

http://sapp.pep-rg.jp/


ライティング支援 SAPP
2018（対面） 2019（対面） 2020（オンライン）

2021（対面・
オンライン）

春セメス
ター

秋セメス
ター

春セメス
ター

秋セメス
ター

春セメス
ター

秋セメス
ター

春セメス
ター

秋セメス
ター

生命・薬学
部

47 19 29 26 12 14 15 14

スポ健 15 12 4 6
合計 47 (146) 19 29 (116) 41 12 (48) 26 18(72) 20
年合計 66件 (165人） 70件 (157人） 64人 92人

相談内容 件数

プロジェクトの内容および方向性 52
スライドの内容およびプレゼンの構成 26
具体的なtem paperの内容や構成 16
文法、語彙や表現 16
発表の仕方 7
参考文献の書き方 1
実験結果のまとめ 1
アブストラクト 1
ポスターのデザイン 1
合計 121

先輩チューターに期待すること 件数

課題について聞ける、身近な先輩 66
プロジェクトについて様々なアイデアをくれ
る先輩

31

課題について専門的な知識をもらえる先輩 28
課題について大きな見通しを得られる先輩 22
課題について英語の見直しをしてくれる先輩 23
自分の課題について評価をしてくれる先輩 14
合計 184

英語そのものへの対応が多いと思われた
→プロジェクトの立て方や方向性
＝「問い」の立て方が分からない、

研究の進め方が分からない

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スライド2の研究のプロセス全てでの支援　プロジェクトを形にしていくまでのrecursive processにおける支援



2020 年度のSAPPの支援（オンライン）

チューターによる独自企画（ランチタイム 45分）

ポスター作成講座 一回生お助けトーク動画配信

https://youtu.be/lU6IZQ0KeNE

【かさおかTV 02話】ふたりが教えるプレゼンのコツ！

https://youtu.be/S8mjQeGYFiQ

http://www.youtube.com/watch?v=xrS4BhLBJIs
https://youtu.be/lU6IZQ0KeNE
http://www.youtube.com/watch?v=S8mjQeGYFiQ
https://youtu.be/S8mjQeGYFiQ


成果と課題：

・チューターの継続的雇用の難しさ（研究との兼ね合い）
・チュータートレーニング
・サービスの認知度の低さ（活動への理解）
・利用者の拡大（固定の利用者がリピートする、本来支援を
必要とするであろう学生層が来ない）

・全学支援との横のつながりの必要（問題と解決法の共有）
・英語教員が届かない所を SAPPチューター ・専門教員が

補完

PEP授業とライティング支援 SAPP
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・高校から大学院を見据えたライティング指導の必要性

・様々な垣根を超えた教員同士、また学生とのコラボレー
ションの重要性ーお互いにないところを補う、知識の共有、
一緒に指導や支援を考えることの必要性
・改革（カリキュラムなど）が必要な部分
においてコラボレーションできる体制を
構築する。

・英語ライティングに焦点化したが、
日本語教育との協働も必要。

本報告のまとめ
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Q&A
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